
 

 

ゼミナールにおける知識共有を促進するための補助キーワードを利用した 
プレゼンテーションシステムの提案 
仙道航	 瀬川典久	 澤本潤	 杉野栄二* 

概要．大学や大学院の学生の教育研究活動において PowerPointなどを用いたゼミナールが広く行われ
ている．ゼミナールでは，専門性の高いテーマについての活動報告を行うことから，テーマについて研

究調査を日々行っている発表者とそうでない聴講者との間に知識量の差が開きやすくゼミナール中に

置いてきぼりになる状況が生じやすい．また，質問や指摘が質疑応答の際，口頭でのみ行われているこ

とから，限られた時間内で全てのフィードバックを得ることが難しい．これらの問題に対し，本研究で

は，発表を理解するための鍵となるキーワードについて補助資料を生成して提示を行うことができ，分

からない部分に対して発表者へ聴講者が説明を促す機能と聴講者の持つ知識を質疑応答の時間外でも

発表者へと簡単にフィードバックを行うことができる機能を実現するシステムの提案を行う．	 

 
1 はじめに 
現在，大学や大学院の学生の教育研究活動におい

てゼミナールが広く行われている． 
本研究では，発表者が PowerPointや Keynoteと

いったプレゼンテーションツールを使用して発表資

料を作成し，ゼミナールにおいて聴講者に提示しな

がら報告するスタイルに着目する． 
これらのプレゼンテーションツールを用いたスタ

イルを用いた場合，以下の問題があげられる． 
一つは，ゼミナールにおいて置いてきぼりになる

聴講者が生じることである．ゼミナールでは事前に

テーマについて深く調査を行っている発表者とそう

ではない聴講者との間に知識量に差が生じやすい．

そのため，聴講者が発表者からの報告や提示された

発表資料を見聞きしている過程で分からない部分が

生じることがある．ゼミナールでは発表と質疑応答

が線形的に進められ，発表中に聴講者の理解度や様

子を伺うことが難しく，そのまま置いてきぼりにな

ってしまうケースが生じやすい． 
二つ目は，聴講者からの質問や指摘を限られたゼ

ミナールの時間内で全て受け付けることができない

場合があることである．これは，今後の研究活動に

とって有意義な知見が埋没してしまうことであり好

ましくない．しかし，一般的な質疑応答では口頭に

よる質問や指摘のみでしかコミュニケーションを取

ることができず，どうしても時間がかかってしまっ

たり，簡単な指摘などは後回しになってしまったり

するケースが多い． 

一つ目の問題点に対して関連研究ではテキストに

よるアノテートを行うシステム[1,2]，二つ目の問題
点に対してテキストチャットを行うシステム[3]が
提案されてきた． 
しかし，ゼミナールにおいて行われるフィードバ

ックはテキストのみではなく，例えば関連研究の論

文ファイルやシステムのビデオ，画像や Web ペー
ジへのリンクなど様々なデータ形式にも質疑応答と

いった時間概念とデバイスの制約にとらわれず対応

するべきであると考えた．また，置いてきぼりにな

るキーワードは予め補足を行う仕組みが必要である

と考えた． 
 

2 システム概要 
本研究で提案するシステムでは，発表者が作成し

た発表資料から，発表資料を補足することを目的と

した補助資料を自動的に生成し，発表資料と一緒に

聴講者に提示を行うことができる． 
聴講者は発表資料と補助資料を見ても理解できな

かった部分に対して，発表者に説明を求めるメッセ

ージを送ることができる．  
また，聴講者は自身の持っているデバイスのWeb

ブラウザを介して，テキストや動画，論文ファイル

など様々なデータ形式でのファイルを発表者への指

摘やアドバイスとして簡単に提供・共有することが

できる．共有された内容は，どの聴講者がどのよう

な内容を共有したか構造化して自動生成されたゼミ

録として閲覧することができる．  
これらは，聴講者の好みや要領に応じて使い分け

ていくことを前提としている 
本システムがゼミナールに適用された際の流れに

ついて図 1，2，3を用いて説明する． 
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      図 1 発表前の利用フロー        図 2 発表中の利用フロー   	  図 3 発表後の利用フロー 

 
まず，ゼミナールにおける発表を行う前に発表者

が発表資料を作成するといった準備段階でのシステ

ム利用フローを図 1に示す． 
図１において，発表者はゼミナールで提示するた

めの発表資料を作成する． 
次に，発表者は作成した発表資料を本システムが

動作しているサーバへとアップロードを行う．サー

バでは，発表資料のアップロードを検知すると補助

資料の自動生成を行う．補助資料とは，発表試料中

に含まれたキーワード（専門用語）とそれらの意味

（Wikipediaを参照）について組としてまとめたも
のである．発表者は自動生成された補助資料に対し

ていつでもキーワードと意味の追加や編集，削除と

いった操作が可能である． 
続いて，ゼミナールにおける発表中に本システム

を適用した際のシステム利用フローを図 2に示す． 
発表者は，ゼミナールが始まると自身の持つデバ

イスのWebブラウザを介して本システムの動作し
ているサーバの発表画面ページへとアクセスする．

発表画面ページにアクセスすると発表資料を閲覧す

ることができ，これを基にプレゼンテーションを開

始することができる．同様に，発表資料に対応する

補助資料を閲覧することができる．発表者はこの状

態で自身の持つデバイスをプロジェクタへと接続し，

スクリーンを 2枚使用して，それぞれに投影するこ
とで聴講者へと提示する．  
聴講者は自身の持つデバイスのWebブラウザを

介して補助資料の内容を手元で閲覧することもでき

る．  
聴講者は発表中に発表資料及び補助資料を閲覧し

ても分からないキーワードが出現した際に，発表者

へと説明を促すメッセージを送信することができる．

このメッセージはスクリーンと他の聴講者が手元で

閲覧している補助資料の全てに伝搬される．発表者

はこのメッセージを受け取ることで，発表中におい

ても聴講者の理解度を伺うことができるようになり，

適宜補足説明を行うことができるようになる． 
 
 
 
 

 
また，聴講者はキーワードに対して何らかの質問

や指摘があるとき，補助資料中のキーワードを選択

し，テキストや動画，論文のファイルなどをデスク

トップ上及びブラウザ上から補助資料に対しドラッ

グ＆ドロップを行うことで即座に共有することがで

きる．これにより，発表時間や質疑応答といった時

間の区切りにとらわれず発表者への質問や指摘を行

うことができる．  
最後に，ゼミナールにおける発表後に本システム

を適用した際のシステム利用フローを図 3に示す． 
システムの利用者はゼミナールにおける聴講者か

らの知識情報をどのキーワードに対して誰がどのよ

うな内容を共有したか，構造化されたゼミ録として

閲覧することができる． 
ゼミ録の閲覧は，発表者と聴講者ともに自身の持

つデバイスのWebブラウザを介してゼミ録ページ
へとアクセスすることで閲覧することができる． 

 
3 まとめと今後の予定 
今後は，著書らが所属している研究室において提

案システムの評価実験を行うことを予定している．  
評価実験では，本システムを適用した場合とそう

でない場合の定量的な評価を参加者へのアンケート

やフィードバックの量などを基準に行う予定である． 
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